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長崎高教組

定通部だより

全国定通教育学習交流集会 in さいたま
・日 程 2016年8月5日(金)～8月7日(日)

・会 場 埼玉県さいたま市中央区新都心2-2 ブリランテ武蔵野

（佐世保中央夜間） （鳴滝夜間）・本県参加者 濱本 功二、馬渡 公宏 、烏山 隆弘

案納 久人 計４名（佐世保中央夜間生徒）

１ 講 演 「貧困の中で生きる若者に明日への希望を－若者支援の現場から」

（彩の国子ども・若者支援ネットワーク代表理事）白鳥 勲さん

埼玉県の高校物理教師として４０年間教壇に立っていた白鳥さん。埼玉

県と県内２６市から事業委託され、無料学習教室を運営。教室アスポート

で子どもたちへの支援を始めて６年。昨年度は、中高あわせて７３教室で

子どもたちの学習を支援した。

現在、専属スタッフ７２名に退職教職員１４０名と３７大学の学生ボラ

ンティア５５０名。計８００名の大人が、支えのない子どもたち約1,200

人を支援する。日本テレビ制作「ドキュメント 奇跡のきょうしつ」とし 白鳥 さん

て紹介された。

アスポート事業の２本柱は、①無料学習支援教室 と ②家庭訪問による登校準備支援。

アスポートの特徴は、行政との連携。生活困窮家庭のリストを管理する①福祉事務所、②県福祉部、③

教育委員会から情報提供を受け、家庭訪問する。

経済格差が学力の格差につながり、家が貧しいと子供の学力も低いという傾向が指摘されている。そ

こで、貧困の連鎖を食い止めようというのが無料の学習教室。

（１）学習支援

対象は、埼玉県内生活保護家庭の中学３年生。公立高校への進学を手伝うのが目的。

番組「奇跡のきょうしつ」に登場する子どもたちの呟きの中に、心をかき乱される言葉があった。

・支援員： 勉強が分からない状況を）我慢してたんだね 」「（ 。

・子ども： うん……。我慢してた……ずっと………９年間 」「 。

（ ） 、 。 。中学３年の健児君 仮名 は ２年前イジメで同級生にナイフを突きつけられた それ以来の不登校

彼はこの教室がオープンしてから１度も休んだことがない。ここでは元教師らが隣に座り、マンツーマ

ンで教えてくれる。２時間という時間を自分のためだけに大人が使ってくれている。自分を大切にして

くれることの実感を持った生徒は、自分も自分を大切にしなくちゃいけないと考えるようになる。

勉強の力は大きいと白鳥さんは言う。英単語を覚えていない健児君が、徐々に基本的な単語がわかる

ようになってきた。分からないことが分かる → 世界が広がる → 自分１人でもやれる。アスポートに

来て１ヶ月半、健児君は自発的に中学に通い始める。

年 月 1 日2016 9
第１号

発行責任者 烏山 隆弘

http://nagasaki-kokyoso.orgホームページ

info@nagasaki-kokyoso.orgメールアドレス



- -2

（２）家庭訪問

学校からの案内文書等を保護者が見ても対応できないレベルの困難世帯への働きかけ。より困難な世

帯ほど支援を受けようとせず、貧困の連鎖が続く。そこが最も支援が必要な層だと白鳥さんは言う。

中１から通学せず２年以上家に引きこもっていた誠君（仮名 。自宅は水道・電気が止められ、床に）

は物が散乱し、新聞で寒さをしのいでいた。スタッフが家庭訪問して、将棋をしながら説得を続けた結

果、教室へやってきた。長い引きこもり生活で学校から遠ざかっていた彼は、高校への具体的なイメー

ジが持てずにいた。唯一の趣味は機械を分解すること。それを聞いた元工業高校教師がハンダゴテを教

えた。誠君の目は輝いた。

不登校を経験した者同士、誠君と健児君は一緒に帰るようになる。教室に来るようになった翌週、誠

君の歩き方がおかしくなっていた。座りっぱなしの生活から急に歩くようになり、体がついていけない

状態になっていた。

、 、 。誠君は 機械等の技術に関心が強まり 専門的な資格を取りたいと工業高校を受験することを決めた

前述の健児君（別室登校）は、最後に勇気を振り絞り、他の生徒と一緒に卒業式に出席した。引きこも

っていた誠君は、最後の３週間、自分の意志で制服を着て再び中学に通った。

新年度、アスポートで学習を教えている人の中に、高校生になった誠君の姿があった。学校帰り、時

々顔を出して手伝うようになった。

アウトリーチ活動は、家庭訪問だけにとどまらない。学校説明会、運動会、合唱コンクール、受験会

場、病院、受験・入学書類作成（主に外国籍保護者 、三者面談、運転免許試験等、きめ細やかだ。）

（３）事業を支えた原動力

①行政………………予算、福祉事務所・ＣＷとの連携 ← 貧困をなくすのは行政の責任

②老人ホーム………施設無料貸与

③大学教職員………活動内容説明とボランティア募集のために授業１コマ90分提供(３０大学)

!!④一点協働…………貧困の連鎖を断つ

（１人ひとりと深く関わり見えてきたこと）（４）最後に

どれほど翻弄されようと、彼らは今を必死に健気に生きている。彼らが求めているものは、①大人か

らの温かい眼差し、②学ぶこと・分かることの喜び、③愚痴を言い合える仲間、④信頼に足る大人、真

似したい大人。今を生きる子どもたちに共感し、ささやかでも希望を見つけられる取り組み―憲法を実

（憲法25条―健康で文化的な生活に生かす運動を更に盛り上げることこそ、我々大人の責任ではないか。

生活をおくる権利、26条―教育の機会均等）

子どもたちが 「明日学校に行こうかなぁ」と考える原動力は、ほんのち、

ょっとしたことの積み重ね以外にない。ささやかな会話が、ささやかな希望

を開く。小さな成功体験を重ねて、子どもは成長し、自立していく。

２ 分科会

① 定時制生徒の健康と夜間給食問題 ② 後期中等教育の保障と定数内不合格問題 ③ 高校生の分科会

：夜間定時制の給食は 「夜間課程を置く高等学校における学校給食に関する法律」に第１分科会概要 、

基づいている。家庭科アンケート「今日、何か食べましたか？ 「いいえ」の回答15名（22名中 （６月」 ）

２回実施）経費削減を理由に、①民間委託→②デリバリー→③弁当→④補食の傾向にある。

「まずい 「冷たい 「汁物ない 「居場所を奪う」等の理由で喫食率はさらに下がり、廃止の方向へ。」 」 」

信州型事業仕分けで、仕分け対象にあげられた夜食費補助。結果は「維持・拡充 。仕分け人の意見」

「事業は、経済的な負担軽減にとどまらず、子どもをどう育てるかということに関係する 「直接子ど」

もに関わるものを減額してはならない、貧困の連鎖を止めることができるのは学校である 「ハンディ」

を抱えた生徒に厚く手立てをしていくことは必要 「貧困の問題を放置することは社会全体のリスクを」

大きくする」
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第１分科会 高校生の時間 高校生フォーラム

３ 高校生の時間

① ダンスメドレー（埼玉県立川越工業高校定時制生徒会７名）

② 埼玉県教委交渉の報告（定通教育をよくする会 前実行委員長 斉藤 賢生さん）

当時高校生だった斉藤さんは、要望書（重点要望項目４、一般要望項目６）を作成。県教委交

渉を行い、回答を引き出している。年に６回集まり討議。要望書は目を見張る内容。

③ 大阪の生徒会交流会の報告

北海道～長崎の高校生（１０代～６０代）９名参加４ 高校生フォーラム

①定通制入学の経緯、②定通制の魅力、③将来の夢、④こんな日本社会だったらいいなぁ

学費問題（授業料無償化・奨学金）やバイト等について意見交換 「定時制は先生たちが親身になっ。

て悩みを聞いてくれる 「誰が一番とか決めれないくらい定時の先生はいい人ばっかり。家探しまで」

一緒にしてくれる 「定時制高校の４年間は、私にとってかけがえのない時間」」

５ 特別報告「若者のアルバイトにまつわる問題について」

（厚生労働省）水畑 順作さん

（2016年厚労省実施）「高校生に対するアルバイトに関する意識等調査結果について」

教育行政と労働行政をつなぐことが大事。労働法の知識を学校現場で教え、違和

感を持ったら、過剰に頑張らずに関係機関に頼る「相談力」が必要。
水畑 さん

６ 鼎談「学校と社会をどうつなぐ」

（ＮＰＯ法人若者就職支援協会理事長）黒沢 一樹さん

（毎日新聞記者）東海林 智さん

（朝日新聞記者）中塚 久美子さん

、 、 、 、 、 、 。黒沢さん：最終学歴中卒 父親４人 名字変更５回 貧困 継父からの虐待 転職55回等 壮絶な人生

当事者性を活かし若者支援。著書『ネガポジ就活術 『最悪から学ぶ世渡りの強化書』他。児童相談所』

や警察は、民事不介入の原則で関与しない事案も多い 「立派な」虐待でないと保護してくれない。血。

だらけの子に「ママに会いたいよね？」と帰宅を促す。虐待児童は、差し伸べられた手を素直に握り返

すことができない 「どうせ先生は分かってないでしょ？」私の声が子どもに届くのは体験者だから。。

：労働基準法違反は、刑事罰対象。残業代を支払わないと、最悪の場合は、逮捕される犯罪東海林さん

行為。その犯罪に巻き込まれていることを教える。解決方法を知らないまま泣き寝入りする生徒に連絡

先だけ教えるのではなく 「○○という機関の○○さんに連絡、

して」や実際にその担当者を連れて来て引き合わせることも必

要。18歳選挙権や憲法問題について、危惧するのは、偏向教育

と言われるのではないかと先生方が自主規制すること。

。（ ）中塚さん：いろんな依存先をつくる 恋人だけ▲､教師だけ▲

子どもの居場所（子どもシェルター、子ども食堂、自立援助ホ

ーム 。田名高校（横浜 、西成高校（大阪）等の校内カフェ。） ）

（左から）中塚さん、黒沢さん、東海林さん春日丘高校（大阪）の実践報告。
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参加者の感想

（佐世保中央夜間）濱本 功二

今年の全国定通教育学習交流集会は、さ

いたま新都心駅近くのホテルブリランテ武

蔵野で開催され、長崎からは４名の参加で

した。初日夜にあった白鳥氏の講演は 「す、

ごい」という言葉がぴったりの感動的な内

容でした 「貧困の連鎖を断つという一点」。

で行政や地域と協同し、多くの子どもと若

者を継続的に支援している実践報告に大き

な勇気をもらいました。厚生労働省（元文

科省）の水畑順作さんの特別報告は 「アル、

バイトを始めるにあたって知っておきたい

７つのポイント」など、高校生が今すぐに

役に立つ内容のものでした。 法人若者NPO
就職支援協会理事長の黒沢一樹さんの体験

したことから導かれた提言や現役の定通の

高校生の困難な中でも明るく前向きに生活

している話にも勇気をもらいました。来年

は富山市で開催される予定です。定時制、

通信制に勤務されている多くの方々の参加

を希望しています。

（佐世保中央夜間生徒）案納 久人

先生に誘われて全国定通学習交流集会に

参加しました。僕を合わせて高校生の参加

は少なかったけれど、全国から埼玉に集ま

り定時制で学ぶようになったきっかけを話

したり、アルバイトをして車の免許を取っ

たり、車を買った人もいました。また、将

来はこれがしたい、あれがしたいと夢を語

り合ったりしました。でも、貧困家庭ゆえ

に全日制高校はもちろん、定時制高校にも

行けない、その存在や入学方法も分からな

い家庭があることを知りました。それをな

くすために先生達が努力されていることも

知りました。しかし、限界もあり、国や自

治体を動かす運動をしていくと訴えられま

した。

僕たちの佐世保中央高校夜間部は、おば

ちゃん達が作ってくれる夕方のあったかく

ておいしい給食から始まります。学び直し

やクラブ活動もあります。二学期になると

体育祭、文化祭、修学旅行と楽しみいっぱ

い。勉強できる人もできない人も、今はお

金がない人もアルバイトをしながら学べる

定時制に来て欲しい、知って欲しい、より

多くの仲間に来て欲しい。と改めて感じた

交流会でした。

（佐世保中央夜間）馬渡 公宏

全国定通教育学習交流集会に参加させて

いただき、ありがとうございました。今回

初めて参加しましたが、色んな交流があり、

大変良い経験になりました。他県の先生方

や生徒たちとの交流、 法人若者就職支NPO
援協会の理事長の生い立ちなど、刺激が強

い交流会でした。心残りは、１日目に講演

していただいた白鳥勲さんの話が聞けなか

ったことです。どこかの講演会などで聞け

る日を楽しみにしています。また機会があ

れば参加したいと思います。

（鳴滝夜間）烏山 隆弘

この集会で出会った大阪から参加の20代

女性を紹介します。定時制高校を卒業した

彼女は、今年から、なんと母校定時制で養

護教諭として勤務されているとのこと。こ

の集会には、学生時代、高校生フォーラム

（神戸2011年）でも参加していて今回が２度

目。全国の先生方との出会いに感動し、そ

の場で加入届を提出されました。

長崎でも、気軽に声をかけ、どんどん仲

間を増やしましょう。

本県からの参加者

中国･四国･九州ブロック
定通部学習交流集会 お知らせの

11月5日（土）～11月6日（日）

で開催されます。長崎市
皆様のご参加をお待ちしております。


